
西東京市市民協働推進センター 1 

平成 26 年度第１回運営委員会会議録（確定稿） 2 

 3 

■開催日時：平成 26 年４月 15日(火)午後７時～９時 10分 4 

■開催場所：イングビル３階第１、２会議室 5 

■出席委員：池田委員、久保委員、熊田委員、小嶋委員、紺野委員、坂口委員、田中(友)委員、田中(紀)6 

委員、富沢委員、豊永委員、中村委員、藤江委員＜以上 12名、五十音順＞ 7 

■事務局 ：内田センター長、佐藤、栗山事務局長、丸木地域福祉課長、塚澤主事 8 

 9 

○業務報告に先立ち、事務局長の挨拶、運営委員の委嘱、運営委員の自己紹介が行われた。 10 

 11 

１．報 告 事 項 12 

１．業務報告について 13 

    事務局より、３月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談対応 14 

状況について説明があった。 15 

委員長：ゆめこらぼの職員が参加した事業は主催事業とは別の項目にしてはどうか。また、可能であれ16 

ば、運営委員会で入手した資料を回覧してはどうか。 17 

事務局：そのようにしたいと思う。 18 

 19 

委員長：相談記録にある建築学の卒業生と大学生の団体が「まちづくり」に参加したい件だが、市内の20 

高校が障害者の車いすのためのスロープを製作するなど実績があると聞いているので、その学21 

校に問い合わせてはどうか。 22 

委 員：他の地域では、空家とか廃校の利用や開発などを行っている。西東京市でももっとこのような23 

人に協力してもらってはどうか。 24 

委 員：空家対策としては、社協で空家プロジェクトがある話を聞いてみてはどうか。 25 

委 員：西原第二小学校の建物をそのまま利用している総合教育施設たが、もっと楽しく美しい施設に26 

なるように工夫検討してもらうのはどうか。 27 

 28 

委員長：ホームページのアクセス数が増えたのは検索用ロボットアクセスが入っているためか。 29 

事務局：必ずしも検索用ロボットだけではないとは思うが、詳細な分析はできないので確かではない。 30 

 31 

２．４月以降の事業について 32 

事務局より、４月期の主催事業について説明があった。 33 

 34 

３．今年度の事業および予算について 35 

事務局より、来年度の予算、事業計画、事業・事務執行計画について説明があった。 36 

委員長：予算については、もう少し大まかな項目ごとの記載でよい。 37 

 38 

２．審 議 事 項 39 

１．前回の会議録について 40 

委員長：特にご意見がないようなので、確定稿とする。 41 



２．副委員長の選出について 1 

    事務局より、西東京市市民協働推進センター運営委員会設置規則に基づき、副委員長選任の手2 

続きについて説明があった。 3 

委員長：互選の結果、豊永委員を副委員長とする。定員は二名だが、今期も副委員長は一名とする。 4 

 5 

３．傍聴について 6 

    事務局より、西東京市市民協働推進センター運営委員会傍聴要領について説明があった。 7 

委員長：人事に関すること、受託関連事項については非公開とする。今期の傍聴定員は３名とする。 8 

 9 

３．協 議 事 項 10 

１．今年度の運営委員会年間協議事項について 11 

    事務局より、今年度の執行予定事業と運営委員会年間協議事項（案）について説明があった。 12 

委 員：12 月予定の第三者評価の進め方についてだが、運営委員会としては何を協議するのか。 13 

事務局：委員の選任と１月以降の進め方を協議する考えである。 14 

委 員：第三者評価委員会は３回あるが、毎回報告はするのか。 15 

事務局：前回、毎回の報告はしていないが、途中で進捗状況の報告は行った。今回はこの委員会で議論16 

して決めてほしい。 17 

委員長：評価基準はあるのか。 18 

事務局：特にない。運営委員会の中での評価をお願いしているが、今年度は行政側に担当部署としての19 

内部評価もいただくように提案している。ゆめこらぼとしての内部評価の両方の評価を合わせ20 

て、第三者評価委員会に提示していきたいと考えているので、この件に関して運営委員会でも 21 

    協議していただければと考えている。 22 

委員長：事業の実施１カ月前に運営委員会で協議しても、その意見を反映できないのではないか。企画23 

に対する運営委員会からの意見を集約し改善するためには、少なくとも実施の２か月前に提示24 

いただきたい。また、まちづくり円卓会議や NPO 市民活動ネットワークのように年２回以上開25 

催される事業に関しては、毎回の議論は必要ないので、年間企画で議論することとしたい。 26 

事務局：事業の企画を２か月前に提示する件は、現実的には難しい部分があるが、出来るだけ意向に沿27 

えるように努力したい。また、まちづくり円卓会議は一年を見通すような形で企画できるよう28 

であれば、なるべく１回目でご提案をしたい。NPO 市民活動ネットワークは１回目と２回目は29 

異なる企画となるため、その都度ご提案させていただきたい。 30 

委員長：２か月前に企画を提示する場合、企画案は今までのように完成されたものではなく、ラフな企31 

画案でよい。運営委員会でその企画案について議論し、その場の意見やアイデアを事務局で企32 

画に反映していってもらいたい。 33 

 34 

委 員：12 月 23 日 NPO 市民フェスティバル開催予定とあるが、日程的に問題があるのではないか。今35 

の段階で日程調整が可能であれば、検討してほしい。 36 

委 員：今年は 12 月 21 日市議会議員選挙もあり前回同様に 12 月は慌ただしいので、市民団体として37 

は年が明けてからの方がよいのではないか。 38 

委員長：変更は可能なのだろうか。 39 

事務局：NPO 法が施行されたのが 12月ということで、以前開催の 2月から変更する際、この日程を提案40 

した。日程調整は検討したいが、毎年開催月が変わるようなことは避け固定するようにしたい。 41 



委 員：仮に 1月に同じ場所の予約が取れない場合は場所を変えてはどうか。 1 

委 員：NPO 市民フェスティバルに一般市民の参加増を期待するのであれば、一般市民が来やすい日程2 

を考えるべきではないか。 3 

委員長：継続開催するのであれば、月の第何土曜日とかに開催を設定するのも一案ではないか。 4 

委 員：開催のやり方を変える方法もあるのではないか。市民会館等を利用して展示もするが話し合い5 

の出来る部屋があってもよいのではないか。 6 

委 員：同じ開催会場にこだわるよりは、同じ開催月にした方がよいと考える。 7 

委員長：12 月初旬あるいは 1月第 2週目あたりの日程を調べてみてはどうか。6月に NPO 市民フェステ8 

ィバルの第１回実行委員会が開催されるということなので、5 月の運営委員会で再度議論し、9 

その結果をもとに 6月の実行委員会に提案してもらいたい。 10 

 11 

4．そ の 他  12 

１．次回運営委員会日程について 13 

日時：平成 26年５月 20日（火）19 時～21時 14 

会場：イングビル３階 第１、２会議室 15 

 16 


